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て
い
る
。
津
波
被
災
地
を
新
た
な
工

業
団
地
と
し
て
整
備
し
た
場
所
を
見

て
、
防
潮
堤
に
上
り

度
見
回

し
た
。
何
と
言
っ
て
も
強
烈
な
の
が

延
々
と
伸
び
る
防
潮
堤
で
あ
る
。
こ

の
防
潮
堤
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
も
の

は
工
場

広
大
な
空
地

そ
も
そ
も

こ
の
辺
の
土
地
は
も
と
も
と
海
、
北

上
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
砂
に
よ
る

堆
積
層
と
の
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
防

潮
堤
の
役
割
へ
の
疑
問
が
膨
れ
上
が

る
。

　
集
団
移
転
に
よ
る
東
矢
本
駅
北
地

区
を
見
て
、
石
巻
市
街
に
向
か
う
。

津
波
被
災
を
契
機
に
整
備
さ
れ
た
土

地
区
画
整
理
事
業
地
区
に
は
、
空
地

が
目
立
つ
。
被
災
市
街
地
復
興
と
い

う
名
称
の
土
地
区
画
整
理
事
業
な
の

だ
か
ら
、
事
業
後
は
早
期
に
建
物
が

建
っ
て
い
て
も
良
い
の
で
あ
る
が
、

本
当
に
空
地
、資
材
置
き
場
が
多
い
。

間
も
な
く
石
巻
市
の
市
街
地
の
シ
ン

ボ
ル
日
和
山
に
到
着
。
相
変
わ
ら
ず

眺
め
は
す
ば
ら
し
い
。
そ
の
先
に
は

広
大
な
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公

園
が
広
が
る
。

　
本
当
の
復
興
と
は
、
な
ぜ
こ
れ
だ

け
の
犠
牲
者
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の

背
景
、
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

か
ら
復
興
は
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
今
回
は
、
中
心
部
の
視
察
時
間

が
な
か
っ
た
が
、
各
種
の
復
興
に
係

る
ハ
ー
ド
事
業
を
行
っ
た
地
区
と
、

そ
う
で
な
い
地
区
の
落
差
が
ま
す
ま

す
広
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
市
街
地

再
開
発
関
連
の
事
業
リ
ス
ト
に
よ
れ

ば
、
事
業
計
画
お
よ
び
実
施
設
計
が

終
了
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
は

11
地
区
で
、
う
ち
事
業
完
了
は
5
地

区
、
他
は
事
業
化
が
困
難
ま
た
は
断

念
と
聞
い
て
い
る
。

　
16
日
の
研
修
後
、
追
分
温
泉
2
階

の
部
屋
を
借
り
て
の
大
内
石
巻
森
林

組
合
長
さ
ん
話
題
提
供
に
よ
る
座
談

会
お
よ
び
懇
親
会
を
行
っ
た
。
地
元

参
加
者
を
含
め
11
名
（
内
新
建
会
員

5
名
）
が
参
加
し
た
。

（
宮
城
支
部
・ 

阿
部
重
憲
）

年
代
ま
で
野
蒜
を
拠
点
に

診
療
活
動
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
。

建
主
（
医
師
）
は
「
新
し
い
地
（
集

団
移
転
地
）
で
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
こ
と
に

責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
」
と
言
い
、

こ
れ
が
復
興
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
な

の
で
は
な
い
か
。

　
流
失
し
た
旧
野
蒜
駅
（
今
は
東
松

島
市
東
日
本
大
震
災
祈
念
公
園
）
に

向
か
う
。周
り
は
災
害
危
険
区
域（
東

松
島
市
の
場
合
は
津
波
防
災
区
域
）

が
指
定
さ
れ
、
住
宅
の
建
築
行
為
が

制
限
さ
れ
て
い
る
。
以
前
に
訪
ね
た

時
に
は
、
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
建
っ
て

い
る
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
が
、
今

回
は
考
え
て
い
た
よ
り
も
結
構
建
っ

　
新
建
宮
城
支
部
久
々
の
イ
ベ
ン
ト

「
東
松
島
・
女
川
・
石
巻
震
災
復
興

視
察
研
修
9
月
16
・
17
日
」
も
、
京

都
支
部
か
ら
の
参
加
と
、
会
員
外
、

地
元
住
民
の
参
加
や
、
地
元
の
方
か

ら
の
話
題
提
供
に
よ
る
研
修
会
も
行

な
わ
れ
、
大
い
に
学
ん
だ
行
事
で
し

た
。

　
仙
台
駅
東
口
で
待
合
せ
、
京
都
支

部
の
久
守
一
敏
さ
ん
も
合
流
。
一
路

東
松
島
へ
。
ま
ず
は
東
松
島
市
の
大

規
模
集
団
移
転
の
一
つ
で
あ
る
野
蒜

北
部
丘
陵
地
区
に
到
着
。
真
新
し
い

住
宅
地
の
一
角
に
古
民
家
の
よ
う
な

風
格
あ
る
建
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
佐
々
木
文
彦
さ
ん
の
お
仕
事
・

古
民
家
再
生
に
よ
る
診
療
所
で
あ

る
。
待
合
室
の
古
民
家
風
の
雰
囲
気

が
と
て
も
心
地
よ
い
。
こ
の
空
間
に

佇
む
こ
と
自
体
が
診
察
と
思
わ
せ
る

雰
囲
気
。
医
院
名
は
「
森
さ
い
生
医

院
」。
栗
原
市
若
柳
か
ら
築

年
の
古
民
家
を
移
設
し
た
そ
う
で
あ

る
。
建
主
（
医
師
）
の
親
族
は
、

宮
城
支
部
―
―

東
松
島
・
女
川
・
石
巻
震
災
復
興
視
察
研
修

　2023年11月25日に行われた新建築家技術者集団・第34回全国大会において、「ガザ地区での即
時停戦と人道支援を求めます」「大阪・関西万博の中止を求めます」2つの特別決議を採択しました。

特別決議

ガザ地区での即時停戦と人道支援を求めます
　私たちは、ガザ地区での人道的大惨事の中、これ以上の民間人の犠牲を防ぎ、人びとの命を救う支援を可能にするた
めに、占領下のガザ地区とイスラエルのすべての紛争当事者による即時停戦と人道支援を緊急に要請します。
　10月7日のイスラム組織ハマスによるイスラエル襲撃に端を発するとはいえ、イスラエルの報復攻撃によるガザでの
死者は1万3千人を超え、その多くが子供と言われています。またイスラエルは医療施設や学校、国連施設にも攻撃を行い、
多くの患者や医療従事者、国連職員の犠牲者も急増しています。
　住まいのみならず食料や水、電気、医薬品も遮断されジェノサイドともいうべき事態が進んでいます。ガザに暮らし
ている2百万人超の人びとに深刻な人道危機が訪れています。

　この状況に対し、私たちは以下のことを求めます。
　　①イスラエルは今すぐ攻撃を止め、両者は即時停戦すること。
　　②ハマスなどすべての武装組織はすべての人質を即時に解放すること。
　　③イスラエルは拘束するすべてのパレスチナ人を解放すること。
　　③国際社会はガザの人びとへ食糧、水、電気、医薬品・医療を届けること。
　　⑤国際社会は、ガザでの惨状を止めさせるためにあらゆる努力を行うこと。
　また、長年にわたるガザへの一切の抑圧を止め、ガザの人びとに自由で安全な生活を保障すること。

　以上決議します。
2023年11月25日　　新建築家技術者集団　第34回全国大会

特別決議

大阪・関西万博の中止を求めます
　2025年に予定されている大阪・関西万博について、11月初旬に共同通信が実施した世論調査では、同万博の開催が「不
要だ」という回答が68.6%と、多くの国民が反対していることが明らかになりました。また、参加予定国の撤退も報道され、
開催を疑問視する声が日増しに大きくなっています。
　私たちは建築まちづくりの専門家として以下の点で大きな問題があると考え、大阪・関西万博の中止を求めます。

1．会場予定地の人工島夢洲は浚渫土やゴミの最終処分場であり、軟弱であることはもとより地震時の液状化の危険性
や有害物質が大量に埋め立てられているなど、建築物の敷地としては全く不適切です。

2．2018年の台風21号では関西空港および同連絡橋の被害をはじめとして、会場予定の夢洲でも高潮による岸壁の崩壊が
報告されています。近年多発する超大型台風による甚大な被害が予想される場所に、多くの人が集まる大規模イベン
トを開催すべきではありません。

3．開催予定日まで1年半を切っていますが、建設工事はほとんど進んでいません。電気や上下水道などのインフラも未
整備で現地に至るアクセスの問題を含めて、現時点では工事を進捗させるための見通しがありません。工事期間不足
の事態を受けて、2024年から建設業にも適用される時間外労働・休日労働の禁止規定を除外すべきなどという無責任
な意見が一部で挙がっています。このまま強行すると突貫工事による事故の多発や過労死の発生も予想され、このよ
うな建設労働者を危険にさらす工事の強行に反対します。

4．会場建設に係る費用が当初予算の約1.9倍2350億円と言われており、今後も地盤改良やアクセス整備などの費用の増
大が想像されます。そもそも半年間の仮設建築物のために膨大な地盤改良や終了後に引き抜くとされている長大な基
礎杭工事はあまりにも無駄であり、持続可能性の観点からは正反対の事業です。短期間の大規模イベントに巨額の税
金を空費してしまうのではなく、国民市民のくらしのために投じるべきと考えます。

　過去には東京での世界都市博覧会中止や先般の札幌五輪招致断念など、中止することが賢明であった事例はあり、中
止による補償金も含めて早期の決断により損失の最小化を図るべく一刻も早い中止の決断が望まれます。
　以上のことから、私たちは、持続可能な安定した社会づくりに反し、多くの国民が不要と考える危険で無駄な大阪・
関西万博の即時の中止を求めます。

　以上決議します。
2023年11月25日　　新建築家技術者集団　第34回全国大会


